









































































































































































成された。鹹水漁業之部は 19 巻、同参考書 17 巻、淡




















　ヨーロッパではすでに 1851（嘉永 4）年と 1862（文





















































































淡路国 但馬国 淡水 計







































すなわち、鹹水漁業が摂津国 1 冊、播磨国 4 冊、淡路
国 1 冊、但馬国 1 冊、淡水漁業が摂津国・播磨国・丹
波国・但馬国をあわせた 2 冊の計 9 冊から構成されて
いた。播磨国 4 冊のうち、巻 1 と巻 2 は東播の部（明
石郡、加古郡、印南郡）、巻 3 と巻 4 は西播の部（飾磨郡、
揖保郡、赤穂郡）の説明となっている。残念なことに、











































































摂津国に 4 種、播磨国に 7 種（欠巻中の 13 種を除く）、























































































































































































































物の重なり具合を 2 ヵ所ないしは 3 ヵ所見出し、それ



















に描かれている（写真 3）。長さ 5 寸（約 15 ㎝）、重量
380 匁（1,425g）の鉛製で筒状のものに真鍮製の爪をつ
























































































































場利用の生態 ： 文化地理学的研究』（九州大学出版会、1997 年）、
『東南アジアの魚とる人びと』（ナカニシヤ出版、2006 年）
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